
平成２６年度

第１回岡山県建築審査会次第

日時：平成２６年１０月６日（月）１４時００分～

場所：ピュアリティまきび

１ 開 会

２ あいさつ

３ 会議の成立（条例第３条第１項）

４ 公開又は非公開の決定

５ 議事録署名人の指名（運営要領第５条第２項）

６ 議 事

【付議案件】

（１）建築基準法第４４条第１項ただし書第二号許可（道路内の建築制限）

・高梁市長近藤隆則が、「道路内に公衆便所」を建築することについ

て ・・・・【資料１】

【報告案件】

（２）建築基準法第３条第１項第三号指定予定の案件説明

・高梁市長近藤隆則が、県の重要文化財「旧吹屋小学校」の用途を変

更し活用することについて ・・・・【資料２】

（３）建築基準法第４３条第１項ただし書許可（敷地と道路との関係）

・２７件（平成２５年９月１日から平成２６年８月３１日まで）

・・・・【資料３】

７ そ の 他

【事務局からの連絡事項】

（１）岡山県建築審査会委員の任期について

・現在の任期：平成25年1月13日～平成27年1月12日

（２）次回審査会の日程確認

８ 閉 会



申 請 者

住 所 高梁市松原通2043番地

氏 名 高梁市長　近藤 隆則

敷地の地名地番 高梁市旭町1225-5の一部、1225-7
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平成26年10月6日

審 査 事 項

適 用 条 文

申 請 者 住 所 ・ 氏 名

敷 地 の 地 名 地 番

申 請 理 由

敷 地 面 積

用 途

建 築 面 積

延 べ 面 積

構 造

階 数

各 区 域 ・ 地 域

敷 地 の 周 辺 状 況

道 路 状 況

法第44条第1項第二号
その用途によつてやむ
を得ないと認める理由

法第44条第1項第二号
通行上支障がないと認
める理由

岡山県建築審査会審査事項岡山県建築審査会審査事項岡山県建築審査会審査事項岡山県建築審査会審査事項

鉄骨造

１階

公衆便所

64.57㎡

64.57㎡

法第４４条第１項ただし書き　第二号
（道路内の建築制限）

高梁市松原通2043番地
高梁市長　近藤 隆則

高梁市旭町1225-5の一部、1225-7

「東西連絡道付帯施設工事　公衆便所整備について」
　本工事はJR備中高梁駅の橋上化工事を機に、まちの将来像を見据え、駅前広場改良、
東西連絡道の延伸整備を行うものであるが、その整備の一環としてJR備中高梁駅及び駅
前広場、バス停を利用する市民の利便性の観点から公衆便所を建築するものであり、公益
上必要な建築物である。
　計画敷地は道路区域に指定されており、周辺建物との関係を考えると道路内に建築する
ことが望ましいと考える。このことから、当該公衆便所について法第44条第1項ただし書の
許可申請を行うものである。

769.79㎡

高梁市長近藤隆則が、「道路内に公衆便所」を建築することについて

申　　請　　建　　築　　物

周　辺　状　況

申　請　を　認　め　る　理　由

建　築　審　査　会　の　意　見

敷地はJR備中高梁駅の西側にあり、周辺は鉄道敷や店舗、住居に囲まれている。

市道高梁駅柿木町線内であり、平成27年度内に道路区域の変更（駅西側ロータリー部分
を市道認定）を予定している。

申請建物の用途は、法第44条第1項第二号に規定されている「公衆便所」であり、不特定
多数の人に利用される公共性の高いものである。また、利便性を考慮すると連絡道下部に
設置することが望ましいと判断するもの。

申請建物は前面の歩道及び車道から後退した位置に配置されており、道路内の通行に支
障をきたすことはないと判断するもの。

都市計画区域内（区域区分非設定）、商業地域（建ぺい率：80％、容積率：400％）、準防
火地域
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○○○○建築基準法建築基準法建築基準法建築基準法

（道路内の建築制限）

第四十四条 建築物又は敷地を造成するための擁壁は、道路内に、又は道路に突き出し

て建築し、又は築造してはならない。ただし、次の各号のいずれかに該当する建築物に

ついては、この限りでない。

一 地盤面下に設ける建築物

二 公衆便所、巡査派出所その他これらに類する公益上必要な建築物で特定行政庁が通

行上支障がないと認めて建築審査会の同意を得て許可したもの

三 地区計画の区域内の自動車のみの交通の用に供する道路又は特定高架道路等の上空

又は路面下に設ける建築物のうち、当該地区計画の内容に適合し、かつ、政令で定め

る基準に適合するものであつて特定行政庁が安全上、防火上及び衛生上支障がないと

認めるもの

四 公共用歩廊その他政令で定める建築物で特定行政庁が安全上、防火上及び衛生上他

の建築物の利便を妨げ、その他周囲の環境を害するおそれがないと認めて許可したも

の

２ 特定行政庁は、前項第四号の規定による許可をする場合においては、あらかじめ、建

築審査会の同意を得なければならない。
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備中高梁駅概要

１ 概要 【駅舎（平成18年３月31日）】

【所 在 地】岡山県高梁市旭町1317-2

【所属事業者】西日本旅客鉄道（ＪＲ西日本）

【所 属 路 線】伯備線

【駅 構 造】地上駅

【ホ ー ム】２面３線

【開業年月日】1926年６月20日（大正15年）

高梁市の代表駅であり、当駅以北は一部区間を除いて単線区間で、岡山方面からの

普通列車は約半数が当駅で折り返します。岡山方面から続くICOCA利用エリアも当駅

までであり、新見方面はサービスエリア外で利用できません。

また、以前より特急「やくも」が一部停車していましたが、2008年（平成20年）３

月15日ダイヤ改正で全列車が停車するようになりました。寝台特急「サンライズ出

雲」は通過するが、利用促進協議会が停車実現に向けてサンライズ利用のツアーを企

画するなどの取り組みを行なっています。

２ 利用状況の推移（１日の平均乗車人員）

出典：フリー百科事典「ウィキペディア（Wikipedia）」

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

１日平均人数 2,775 2,774 2,741 2,680 2,730 2,658 2,679 2,632 2,505 2,309 2,160 2,061 2,059 2,059
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2,000
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乗車人員推移乗車人員推移乗車人員推移乗車人員推移
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2台
タクシープール

自家用車駐車場
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伯耆大山方

倉敷方
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.8
78

仮設階段

新駅舎

付帯施設

現駅舎解体

街路･ﾛｰﾀﾘｰ

複合施設

歩道整備

西側ﾛｰﾀﾘｰ

H26 H27

1月　2月　3月 1月　2月　3月4月　5月　6月 4月　5月　6月7月　8月　9月 7月　8月　9月10月 11月 12月 10月 11月 12月

設置 撤去

駅舎,ｺﾝｺｰｽ,ﾎｰﾑ階段,EV

EV新設,撤去,ﾄｲﾚ,大屋根,ES

解体

南町近似線,高梁駅松連寺線,東ﾛｰﾀﾘｰ

西側ﾛｰﾀﾘｰ

建設工事

用地交渉，新店舗設計 契約，解体　　H28：歩道工事

基本設計，実施設計

Ｎ

P5

備中高梁駅周辺整備計画図
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航空写真

高梁国際ホテル

備北信用金庫

倉庫

中国銀行

備中高梁駅

高梁郵便局

NTT中国
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申請建物範囲を示す

現況写真位置図 P13

写真①

写真⑥

写真② 写真③ 写真④ 写真⑤

2

6

31
5

4
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正面（交差点から）
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資料　2

旧吹屋小学校（高梁市）

（付議予定案件説明）

建築基準法第３条第１項第三号指定

岡山県建築審査会資料岡山県建築審査会資料岡山県建築審査会資料岡山県建築審査会資料



建築基準法第３条第１項第三号の指定予定の案件説明

【旧吹屋小学校】

１ 建築物概要

【名 称】旧吹屋小学校

【所 在 地】岡山県高梁市成羽町吹屋1290番1

【建 築 年】明治33年「東廊下･東校舎･西廊下･西校舎」

明治42年「本館」

【文化財指定】平成14年 成羽町指定文化財（建造物）「本館･東校舎･東廊下」

平成15年 岡山県指定重要文化財（建造物）「本館･東校舎･東廊下」

平成16年 岡山県指定重要文化財（建造物）「西校舎･西廊下」

【構 造 規 模】本 館：木造２階 延べ面積766.75㎡

東校舎：木造平屋 延べ面積217.21㎡

東廊下：木造平屋 延べ面積 34.62㎡

西校舎：木造平屋 延べ面積207.43㎡

西廊下：木造平屋 延べ面積 39.75㎡

【仕 上】屋根：桟瓦葺き 外壁：化粧板張り・漆喰塗り 軒裏：化粧板張り

【基 礎】割石積布基礎

【詳細は別添資料を参照】

（１）高梁市吹屋伝統的建造物群保存地区 ・・・・Ｐ６ ～ 11

（２）吹屋小学校校舎 ・・・・Ｐ12 ～ 14

（３）図面 ・・・・Ｐ15 ～ 28

（４）現況写真 ・・・・Ｐ29 ～ 37

２ 校舎の活用

吹屋の町並みの裏手にある旧吹屋小学校は平成24年３月の廃校までは、現役で国内

最古の木造校舎であり、明治中後期における小学校建築の建築史において高い価値を

有している県の指定重要文化財です。

高梁市では校舎活用検討委員会を設置し、当委員会において「学びの拠点」を活用

基本方針とした報告書がまとめられ、高梁市教育委員会に９月２日に提出されたとこ

ろです。この報告書では、住民が主体的に学ぶことを通して、多種多様なプロジェク

トを企画し実践する場をつくり、賑わいを創生することを施設活用の目的とし、中核

機能として「吹屋学の拠点機能」、「博物館・資料館の機能」及び「学びを中心とす

る交流体験機能」の３つが示されています。

【詳細は別添資料を参照】
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（５）旧吹屋小学校校舎の活用について ・・・・Ｐ38 ～ 39

３ 建築審査会（建築基準法第３条第１項第三号の指定）

学校用途の建築物を活用基本方針に沿った建築物に修復及び利活用するにあたり、

建築基準法をそのまま適用すると不適合が生じることから、建築基準法第３条第１項

第三号の指定を行い、建築基準法の適用を外す必要があります。なお、当該指定を行

うには建築審査会の同意が必要になります。

【建築基準法】

（適用の除外）

第三条 この法律並びにこれに基づく命令及び条例の規定は、次の各号のいずれかに該当する建築物について

は、適用しない。

一 文化財保護法（昭和二十五年法律第二百十四号）の規定によつて国宝、重要文化財、重要有形民俗文化

財、特別史跡名勝天然記念物又は史跡名勝天然記念物として指定され、又は仮指定された建築物

二 旧重要美術品等の保存に関する法律（昭和八年法律第四十三号）の規定によつて重要美術品等として認

定された建築物

三 文化財保護法第百八十二条第二項の条例その他の条例の定めるところにより現状変更の規制及び保存の

ための措置が講じられている建築物（次号において「保存建築物」という。）であつて、特定行政庁が建

築審査会の同意を得て指定したもの

四 第一号若しくは第二号に掲げる建築物又は保存建築物であつたものの原形を再現する建築物で、特定行

政庁が建築審査会の同意を得てその原形の再現がやむを得ないと認めたもの

２～３ 略

【文化財保護法】

（地方公共団体の事務）

第百八十二条 地方公共団体は、文化財の管理、修理、復旧、公開その他その保存及び活用に要する経費につ

き補助することができる。

２ 地方公共団体は、条例の定めるところにより、重要文化財、重要無形文化財、重要有形民俗文化財、重要

無形民俗文化財及び史跡名勝天然記念物以外の文化財で当該地方公共団体の区域内に存するもののうち重要

なものを指定して、その保存及び活用のため必要な措置を講ずることができる。

３ 前項に規定する条例の制定若しくはその改廃又は同項に規定する文化財の指定若しくはその解除を行つた

場合には、教育委員会は、文部科学省令の定めるところにより、文化庁長官にその旨を報告しなければなら

ない。

４ スケジュール

高梁市において、設計を今年度末で完了させ、工事は平成27年度に着手し、平成31

年度までの５カ年で行う予定です。また、建築審査会については、今年度３月の第２

回建築審査会において同意を得て、建築基準法第３条第１項第三号の指定を行いたい
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と考えております。

５ 建築審査会における審査事項

建築審査会での同意基準については、平成26年４月１日付け国住指第１号の技術的

助言において、以下のような内容が示されるとともに、地域における歴史的建築物の

実情や要望、歴史的建築物の保存活用や構造安全性に詳しい者等の意見を十分踏まえ

て対応することとされています。

（１）条例で定められた現状変更の規制及び保存のための措置が講じられていること

（２）建築物の構法、利用形態、維持管理条件、周辺環境等に応じ、地震時等の構造

安全性の確保に配慮されていること

（３）防火上支障がないよう、出火防止、火災拡大防止、近隣への延焼防止及び消防

活動の円滑性の確保に配慮されていること

（４）在館者の避難安全性の確保に配慮されていること

【詳細は別添資料を参照】

（６）平成26年４月１日付け国住指第１号「建築基準法第３条第１項第３号の規

定の運用等について（技術的助言） ・・・・Ｐ40 ～ 44

６ 現状の建築基準法への不適合事項（現在整理中）

（１）構造耐力

・基礎の仕様、筋かい、継手又は仕口 など

（２）一般構造

・防湿方法、階段のけあげ及び踏面寸法 など

（３）防火構造

・小屋裏隔壁、建築物の耐火性能 など

（４）避難施設等

・屋外への出口、排煙設備、非常用の照明装置 など

７ 構造診断結果・構造補強計画概要

本建物は文化庁の「重要文化財（建造物）耐震診断指針」における「安全確保水

準」を目標とし、実測調査により作成した図面から部材や接合部は健全であると仮

定し、限界耐力計算（等価線形化法）により構造診断を行いました。

（１）構造診断結果

ア 地 震：中地震時には変形は生じるが倒壊の危険性は低い。なお、大地震時

１月 ２月 ３月４月 ６月 ９月

平成３１年度平成２７年度

１１月１２月８月 １０月９月４月 ５月 ６月 ７月
スケジュール

 建築審査会（県）

工事

平成２６年度

５月 ８月 ９月７月

実施設計

１０月１１月１２月
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には倒壊の危険性がある。

イ 風圧力：稀に発生する暴風（50年に１度）による風圧力に対しては損傷の恐

れがあり、極稀に発生する暴風（5 0 0年に１度）による風圧力に対

しては倒壊する恐れがある。

（２）構造補強計画（案）

ア 地盤・基礎の補強：地盤改良、鉄筋コンクリート造のベタ基礎、杭基礎

イ 柱 脚 の 補 強：柱と土台の接合金物補強、土台と基礎の緊結

ウ 軸部・接合部の補強：足固めの追加、接合部の金物補強

エ 壁 面 の 補 強：土壁の増厚、筋かい、耐震壁の置換

オ 水 平 構 面 の 補 強：構造用合板、水平ブレース、火打ち

カ 固 定 荷 重 の 軽 減：瓦屋根の葺土の軽減

キ そ の 他：痛んだ部材の修理や交換、既存接合金物の締め直し、

屋根材や天井材等の非構造部材の対策、等

【詳細は別添資料を参照】

（７）岡山県指定重要文化財旧吹屋小学校校舎 構造診断・構造補強計画概要

・・・・Ｐ45

８ 今後の進め方（案）

（１）防火避難について

出火防止、火災拡大防止、近隣への延焼防止、消防活動の円滑性の確保及び在

館者の避難安全性の確保の配慮については、高梁市消防と協議を行いながら防火

避難計画をまとめ３月の第２回岡山県建築審査会にお諮りします。

（２）構造について

歴史的建築物の構造安全性に詳しい者の意見を聞くため、（一社）岡山県建築

士会の「岡山県歴史的建造物委員会」に構造診断結果・構造補強計画について諮

り、その結果を３月の第２回岡山県建築審査会で報告させていただきたい。

（３）その他

文化財としての価値を損なわないため、岡山県教育委員会文化財課と協議を行

いながら計画を進めます。

【詳細は別添資料を参照】

（８）建築士会「岡山県歴史的建造物委員会」の活用 ・・・・Ｐ46 ～ 48
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【別添資料】

（１）高梁市吹屋伝統的建造物群保存地区

・・・・Ｐ６ ～ 11

（２）吹屋小学校校舎

・・・・Ｐ12 ～ 14

（３）図面

・・・・Ｐ15 ～ 28

（４）現況写真

・・・・Ｐ29 ～ 37

（５）旧吹屋小学校校舎の活用について

・・・・Ｐ38 ～ 39

（６）平成26年４月１日付け国住指第１号「建築基準法第３条第１

項第３号の規定の運用等について（技術的助言）

・・・・Ｐ40 ～ 44

（７）岡山県指定重要文化財旧吹屋小学校校舎 構造診断・構造補

強計画概要

・・・・Ｐ45

（８）建築士会「岡山県歴史的建造物委員会」の活用

・・・・Ｐ46 ～ 48
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改修計画図
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旧吹屋小学校校舎の活用について 

吹屋小学校は明治時代の木造校舎として日本最古の現役校舎として、111 年もの長きにわたり

吹屋地域の教育において中心的な役割を果たしてきた。ところが、過疎化による児童数の減少に

より、平成 24 年 3 月末をもって廃校となった。 

 高梁市では、旧吹屋小学校校舎の保存修理にあたり、修理後の活用をはかるため、旧吹屋小学

校校舎活用検討委員会を設置し、校舎の活用について検討してきた。 

 そこで、吹屋全体を、町並み保存地区、点在する鉱山関係の施設、山や川といった豊かな自然

とが相互に関連し合い、ひとつのまとまりをもった「まち全体ミュージアム」とし、 吹屋小学

校校舎は、その中で中心的施設とし、吹屋に関する様々な知識や研究の集大成である「吹屋学」

を打ち立てる場とすることを提案された。 

  

施設活用の目的：住民が主体的に学ぶことを通して、多種多様なプロジェクトを企画し実践する

場をつくり、賑わいを創生すること。 

キーワード：地域資源の発見と研究、吹屋学、住民と来訪者の学びの場、自然の活用、体験学習。 

 

１．吹屋学の拠点機能 

住民が主体的に学び、発信することができるような仕組みと場づくりをするため、吹屋がもつ

どこにもない良さを住民自身が発見し、学ぶ活動を行う。 

 吹屋についての一連の知識は、吹屋学と名付け、吹屋小学校は吹屋学を推進する拠点とする。 

旧吹屋小学校校舎では、常に吹屋に関する講座が開かれ、住民が企画した様々なイベントが行

われることを目標にする。 

○具体的機能 

 吹屋学研究センター、公民館、生涯学習教室、会議室、移住者と住民との交流の場 

 

２．博物館・資料館の機能 

 吹屋は銅山とベンガラ生産で財をなした町である。しかし、現状は、こうした吹屋の特性を分

かりやすく伝える資料館や博物館がなく、笹畝坑道やベンガラ館といった体験施設も散在してお

り、訪れた人たちは町並みだけを見て、銅山とベンガラについて十分な理解を得ることは難しい

状態である。そこで先述の「まち全体ミュージアム」の活動の中に、吹屋の歴史、ベンガラ産業、

吉岡銅山に関して、高度な専門知識を集積して訪れる人々に伝える博物館としての機能が必要で

あるため、来訪者と住民の双方にとって銅山とベンガラに関する学びの中核的施設になるように

本校舎を活用し、「まち全体ミュージアム」のガイダンス施設とすることが必要である。 

○具体的機能 

・歴史、技術（銅山とベンガラの両方）、人物、機材・器具の各々に焦点をあてた展示室。 

・坑道やベンガラ工場での作業風景など、遺構や施設だけでは想像できないイメージを与える映
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像の放映施設。 

・吉岡銅山とベンガラ産業の資料を整理・保管するための学芸員室と倉庫。 

・他施設のガイダンス施設 

・ガイドツアーの集合場所 

・レンタサイクルや電動車など他の施設を巡ることができる周遊設備 

 

３．学びを中心とする交流体験機能 

 明治時代の木造校舎として最近まで日本最古の現役校舎であった旧吹屋小学校の特性を活か

して、教育資料館および総合的な体験学習の場として公開し、広く県内外からの活用を促進する。 

 学びの中心的なテーマは、復元された戦前の教育環境と、ベンガラの精製技術と銅山の採掘技

術および技術伝承システムの研究により得られた吹屋学の成果とし、それらを分かりやすく学べ

る様々な交流と体験学習を行うことで、地域に賑わいの場を創出する。 

【昔の小学校体験】閉校時の教室再現し、各教室を明治・大正・昭和の教室として各時代の小学

校の教育環境（授業や給食など）を体験する場。 

【ベンガラと鉱山体験】ベンガラ染め、ベンガラを活かした陶器などの作品づくりなど 

【吹屋の暮らし体験】漬物、そば打ち・うどん打ち、吹屋小唄、昔の遊び道具教室など 

【自然体験】鉱脈観察教室、地層地学教室、星の観察教室など 

【賑わいや活気の創生】同窓会、結婚式、映像・写真・絵などのアート系展覧会など 

○具体的機能 

体験学習教室、交流施設、観光協会事務所、観光案内所、産直市 

 

活用上の注意点 

①校舎の利用について 

 旧吹屋小学校校舎は、県の文化財活用のガイドラインに沿って活用を考える。火や水を使うた

めに校舎内での実施が難しいものについては、座学を校舎で行い、実習は外部施設で行う。 

  

②校舎の修理の際に必要な措置について 

「吹屋学の拠点」、「博物館・資料館の機能」、「学びを中心とする交流体験」の３つの機能のう

ち、県指定文化財として、あるいは将来の国指定重要文化財としての校舎内に設置できる機能を

明確にし、そのための耐荷重にふさわしい構造補強や、電気・給排水設備を、この度の保存修理

工事中に実施する。 

 文化財建造物として活用することが前提であるため、大人数に対応した構造補強や、大容量の

電気・給排水設備は敷設できない。そこで、諸機能のうち座学用教室や会議室、事務室や小規模

な展示室、昔の教室のまま利用する観光用展示室などに限って、校舎内に設置することにして、

そのために必要な設備と構造補強を行う必要がある。 
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岡山県指定重要文化財旧吹屋小学校校舎 構造診断・構造補強計画概要                                                                                                     

１．構造診断結果（現 状） ２．構造補強計画 

 

ａ）耐震診断結果 

限界耐力計算方法により現状の建物に対し耐震診断を実施した結果、中地震時には、変形は生じるが倒壊

の危険性は低いが、大地震時には、倒壊の危険性があると考えられる。 

表 1 診断結果一覧（応答変形角） 

＊赤字は、安全確保水準を満足しない事を示す。 

ｂ）風圧力の検討結果 

風圧力の検討結果より、旧吹屋小学校校舎において、稀に発生する暴風による風圧力に対しては、本館及

び東廊下・東校舎の梁間方向で損傷が生じる恐れがあり、極稀に発生する暴風による風圧力に対しては、本

館及び東廊下・東校舎の梁間方向で倒壊する恐れがある。 

表 2 風圧力における安全性の確認 

＊赤字は、損傷限界及び保有水平耐力が風圧力以下である事を示す。 

ｃ）基礎の検討結果 

１）現況調査結果 

○ 建物の不陸調査より、旧吹屋小学校校舎 3 棟とも、西から東へ、かつ北から南へ下がっており、

不同沈下している。 

○ スウェーデン式サウンディング試験より、本館南側で自沈層が確認された。 

２）地盤の液状化 

○ 大地震時において、地下水位（深度 6ｍ）以深の盛土層で液状化の可能性が高い。 

３）地盤の許容応力度 

○ 土質試験結果によると、地盤の長期許容応力度は 14.48kN/m2である。 

○ 地盤の許容応力度と基礎にかかる単位荷重を比較したところ、３棟とも地盤の許容応力度を大き

く超える結果となった。 

 

 

 

 

（１）基本補強計画 

構造補強計画は、建物の修理時期や活用・管理方法を見据えた耐震性能目標を設定した上で検討して

いく予定であり、補強計画は、（２）に示す構造補強のうち建物にあった補強を選定し、耐震性能を向上

するだけではなく、文化財としての価値を損なわない計画を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 耐震補強の検討フロー（重要文化財(建造物)耐震診断・耐震補強の手引き 2013.9） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）部位に応じた構造補強方法（案） 

Ａ） 地盤・基礎の補強 

   地盤改良、鉄筋コンクリート造のベタ基礎、杭基礎 

Ｂ） 柱脚の補強 

   柱と土台の接合金物補強、土台と基礎の緊結（アンカーボルト、ガードアンカー等） 

Ｃ） 軸部・接合部の補強 

   足固めの追加、接合部の金物補強 

Ｄ） 壁面の補強 

    土壁の増厚、筋かい、耐震壁（荒壁パネル、複合鋼板壁、構造用合板、面格子壁等）の置換 

Ｅ） 水平構面の補強 

構造用合板、水平ブレース、火打ち 

Ｆ） 固定荷重の軽減 

瓦屋根の葺土の軽減 

Ｇ） その他 

   痛んだ部材の修理や交換、既存接合金物の締め直し、屋根材や天井材等の非構造部材の対策、等 

 

※ 意匠上の観点から、耐震性能目標を満足する補強量が確保できない場合は、鉄骨フレーム等の別構造に

よる補強を考案する。 

 
中地震動時[rad] 大地震動時[rad] 

桁行方向 梁間方向 桁行方向 梁間方向 

本館 
2階 1/268＜1/60 1/78＜1/60 応答値なし＞1/30 応答値なし＞1/30 

1階 1/48＞1/60 1/70＜1/60 応答値なし＞1/30 応答値なし＞1/30 

東廊下・東校舎 1/105＜1/60 1/100＜1/60 1/19＞1/30 1/15＞1/30 

西廊下・西校舎 1/183＜1/60 1/210＜1/60 1/22＞1/30 1/18＞1/30 

 
稀暴風時[kN]＜損傷限界耐力[kN] 極稀暴風時[kN]＜保有水平耐力[kN] 

桁行方向 梁間方向 桁行方向 梁間方向 

本館 
2階 75.2＜223.2 162.9＞76.9 120.4＜298.0 260.7＞141.4 

1階 150.4＞78.1 327.7＞112.3 240.6＞167.7 524.4＞238.3 

東廊下・東校舎 62.8＜126.5 134.3＞115.3 100.5＜220.2 214.9＞153.5 

西廊下・西校舎 61.8＜200.4 135.7＜229.9 98.8＜240.9 217.1＜258.3 

図 2 木造建物の耐震補強工法（耐震） 

 耐震 

意匠の変化を伴わない 

意匠の変化を伴う  

土壁内部に強度の高い部材を埋め込む ･･････ 荒壁パネル、構造用合板、鋼板耐震壁 etc. 

 
小屋裏・床下に耐震部材を設置する ･･････ 梯子フレーム etc. 

耐震壁の増設 ･･････ 建具位置へ土壁、面格子壁等を設置する、壁厚を増す etc. 

耐震フレームの設置 ･･････ 鉄骨フレームを組み、建物と緊結する etc. 

建具を耐震化する ･･････ 舞良戸に楔を打ち込み固定する etc. 

文化財的価値に配慮 
○意匠を損なわないこと。 

○部材を傷めないこと。 

○可逆的であること。 

○区別可能であること。 

○最小限の補強であること。  

建物の構造特性に応じた補強の考え方 
①耐震⇒地震力に抵抗する際の耐力・剛性・靱性（変形能力）を増強させる。 

②制震⇒建物の入力地震動を制震部材によって吸収させる。 

③免震⇒地盤から入力する地震エネルギーを、地盤と建造物の間に設置した免

震装置により減少させる。 

補強方法・箇所の決定 
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建築基準法第３条第１項第三号の指定フロー図

指
定
基
準

原
案

法
第
三
条
第
一
項
第
三
号
指
定
に
つ
い
て
付
議

（
防
火
避
難
の
み
、
構
造
に
つ
い
て
は
別
途
審
査
済
み
）

法
第
三
条
第
一
項
第
三
号
指
定

岡
山
県
版
指
定
基
準
案

高梁市
（活用検討委員会、保存修理委員会）

一般社団法人岡山県建築士会
「岡山県歴史的建造物委員会」

※構成員候補者は別紙参照
平成26年9月12日（金）設立

公益社団法人日本建築士会連合会
「歴史的建造物の防災計画等相談室」

※各県建築士会の後方支援を目的

建築士会「岡山県歴史的建造物委員会」の活用
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資料　３

平成25年9月1日～平成26年8月31日

（敷地と道路との関係）

建築基準法第４３条第１項ただし書許可

岡山県建築審査会資料岡山県建築審査会資料岡山県建築審査会資料岡山県建築審査会資料
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岡
山
県
建
築
審
査
会
・
一
括
処
理
案
件
　
一
覧
表

合
計

（
４
ｍ
農
道
）

（
住
宅
建
替
）

備
前
市

2
件

備
前
市

3
件

早
島
町

1
件

早
島
町

1
件

赤
磐
市

2
件

浅
口
市

1
件

美
作
市

1
件

和
気
町

1
件

矢
掛
町

1
件

早
島
町

3
件

真
庭
市

1
件

井
原
市

1
件

浅
口
市

1
件

里
庄
町

1
件

鏡
野
町

2
件

真
庭
市

4
件

美
作
市

1
件

計
4
件

計
1
9
件

計
4
件

2
7
　
件

　
（
１
）
判
断
基
準
２
号

　
（
２
）
判
断
基
準
３
号
の
（
１
）

　
（
３
）
判
断
基
準
３
号
の
（
２
）
の
１

（
水
路
ば
さ
み
）

報 報報報
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
告 告告告

　
　
【
建
築
基
準
法
第
４
３
条
関
係
（
平
成
２
５
年
９
月
１
日
～
平
成
２
６
年
８
月
３
１
日
）
】

　
　
岡
山
県
建
築
審
査
会
へ
の
諮
問
案
件
の
う
ち
軽
微
な
も
の
、
通
例
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
円
滑
な
事
務
処
理
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
括

処
理
で
き
る
範
囲
を
定
め
て
い
る
。
（
岡
山
県
建
築
審
査
会
同
意
一
括
処
理
基
準
　
第
３
の
２
）
　
→
　
個
表
は
P
３
～
５
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 -
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